
コース  

往 路  富士宮駅南口＝＝新富士ＩＣ＝＝浜松ＳＡ（ＷＣ）＝＝豊田東ＪＣＴ＝＝恵那峡ＳＡ（ＷＣ・体操） 

6：00                 7：20～30                 ９：00～20 

＝＝園原ＩＣ＝＝ヘブンス園原（ＷＣ） 

                 10：00～15 

ウォーク ヘブンス園原（スタート）・・・花桃の里（ＷＣ）・・・ヘブンス園原（昼食・ＷＣ）・・・信濃比叡廣拯院 

       10：15           11：15～11：40      12：00～40            13：10～25 

      ・・・駒つなぎの桜・・・姿見の池・・・朝日松・・・滝見台・・・・・・・ヘブンス園原（ゴール・ＷＣ） 

                                 13：50～14：00  14：50～15：00 

復 路  ヘブンス園原＝＝園原ＩＣ＝＝豊田東ＪＣＴ＝＝長篠設楽原ＰＡ（ＷＣ）＝＝新富士 IC＝＝富士宮駅南口 

      15：00                          16：40～17：00                  18：30 

＊短縮コース：午前のコースで交通安全ポイント②の箇所でショートカットコースを選択。 

         午後は信濃比叡廣拯院、ビジターセンターはゝき木館まで歩き、ヘブンス園原に戻る。 

滝見台 
13：50～14：00 

朝日松 

姿見の池 

駒つなぎの桜 

信濃比叡廣拯院 
13：10～15 

はゝ木館 

ヘブンス園原 
スタート・昼食・ゴール・WC 

朝：10：00～15 
昼：12：00～40 

ゴール：14：50～15：00 

花桃の里（WC・集合場所） 
智里西自治会館前 

11：15～40 
 

花桃の里Ｐ 
料金支払い所 

 

信濃比叡廣拯院（こうじょういん） 

天台宗の開祖伝教大師最澄上人が、東山道最大の難所と言われていた、神坂峠を超える旅人の

苦難を見かねて、無料の宿泊所・広拯院を建てたのが始まりと言われている。 

このことから、当地は比叡山ととても縁が深い場所として知られ、信濃比叡とも言われている。 

駒つなぎの桜 

源義経が奥州に下る時、馬をつないだといわれる大きな桜の木が、旧道と林道との分岐点に近い

水田の端にある。樹勢はさかんで、春には美しい花に飾られる。 

 

姿見の池 

源伝説「炭焼き吉次」に登場する池。客女姫という女性が夢のおつげにより京の都から園原の炭焼

き吉次のもとへと嫁いだ。客女姫がこの池に姿を映してお化粧をしたことから姿見の池と呼ばれる

ようになったと言われている。 

 

朝日松 

伝説「炭焼き吉次」において吉次が朝日松の根元付近に金鶏を埋

めたと言い伝えられている。これ以来園原地域では鶏を飼わないよ

うにしているそうである。 

滝見台 

暮白（くれしろ）の滝の展望台。夕方になると、ほの白く見えるロ

マンの滝。滝見台の上から願いを込めて皿を投げると望みが叶

うと言われている。お皿の飛んだ方向によって行方を占う。 

 

短縮コース 
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東山道 

東山道（とうさんどう／とうせんどう）は、五畿七道の一つ。本州内陸部を近江国から東へ貫いて陸

奥国・出羽国に至る行政区分である。また、古代から中世にかけてはその範囲の諸国を結ぶ幹線

道路も指したが、江戸時代に江戸を起点として西側の中山道と東（北）側の奥州街道などに再編さ

れた。 

コースの概要 

スタート地点は混雑するので、恵那峡ＳＡで体操をします。スタート地点のヘブンス園原で降車したらトイレを済ませウォークスタート。

緩やかなアップダウンを繰り返しながら里道を花桃の里まで進みます。本谷（ほんたに）川に突き当たった所で左折して川沿いを花桃

の里中心部に向かいますが、この辺りから道の両側には花桃の並木が続きます。神橋を渡って右折し、歩行者一方通行の道を進ん

だ後、菜の花と花桃のコラボを楽しみながら反時計方向に回り、再度神橋を渡ってトイレ休憩になります。ここで短縮コースのメンバー

と合流しますが、当日の状況で多少場所の変更がある可能性があります。普通コースと短縮コースの役員が連絡を取り合って場所と

時間を設定します。集合後にヘブンス園原に戻って昼食です。雨の場合はバスの駐車場所に行き、バス内での昼食になります。午後

は信濃比叡廣拯（こうじょう）院を拝観し、その後は万葉史跡めぐりの道（東山道）を歩きます。駒つなぎの桜、姿見の池、朝日松などの

伝説の史跡を見ながら滝見台で園原川対岸の暮白（くれしろ）の滝を見ます。その後は車道に出て、もと来た道をゴールのヘブンス園

原に戻ります。 

花桃の季節は道路の大渋滞が予想されますので、到着時間や帰着時間が遅れる可能性があることを御承知おきください。 

短縮コースの方の午後は信濃比叡廣拯院、ビジターセンターはゝき木館までの往復（少々アップダウンがあります）となります。 

 

参加者の皆様へ 

・ 無断で単独行動をとらないようにしてください。 

・ 主催者は、歩行中の事故について傷害保険に加入してい

る他は応急措置以外の責任は負いません。 

・ スタート前には必ずトイレを済ませてください。 

・ 原則として右側通行を遵守し、２列以内で歩きましょう。 

・ 一般道を横切る場合は、役員の指示に従ってください。 

・ 体調が悪くなったら遠慮せずに役員に連絡願います。 

 
阿智村の花桃 

大正１１（１９２２）年、木曽川を開発した電力会社の社長がドイツのミュンヘンに行った際、庭に咲い

ていた３色の花桃の美しさに感動して３本の苗を購入。地元に帰って発電所の庭に植えたのが始ま

りと言われている。社長の名前は福沢桃介さんといい、福沢諭吉の娘婿にあたるのだそう。 

緊急時連絡 

増田 敏幸  080-2612-4825 

佐田 徳子  090-4183-8330 
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行事参加中のコロナ対策 
・バス内ではマスクを着用し、大声での会話は

控えてください。 

・バス内での菓子等の喫食は控えてください。 

・ウォーク中のマスク着用は個人判断とします。 

次回申込 （富士宮駅・受付で） 

小海線３１駅ウォーク（Ⅳ） 

☆期 日  ５月１９日（日） 

☆集 合  富士宮駅南口 ６：３０ 

☆参加費  ６，０００円 

お弁当希望者 ＋６００円 

☆〆 切  ５月１３日（月）  


